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論 文 内 容 の 要 旨
本論文は, 言語機能の初期形成期として発達的に重要な意義をもつと考えられる 1歳期における非言語
的発声から言語的発声への過渡的様相を, 主として伝達ないし行動機能の一面について解明することを目的
とした幾つかの研究でなりたっている｡ 本論文における分析の中心資料は, 一定の条件の下に週 1 回 1年
に亘って追跡的に録音収録した5児の談話記録約8000標本であり, これを補って約 100名の1歳児につい
ての横断的資料及び母親からの回答が用いられる｡
論文の構成は大別 して4部よりなり, 第1部では語の獲得過程について, 使用語乗の消長及びその行動
機能についての分析, 要求語ならびに指示語の初期発達, 及び初期の語機能の発達についての追跡的事例




第2部は本論文における最も特異の研究とみられる語の連鎖および文の獲得過程についての分 析 で あ
る｡ 語連鎖を 1語談話から統語的文への発達的過程としてとりあげ, その発達的様相, 構造, 表示内容に
ついて詳細な計量ならびに分析を加えている｡ 種々の示標を用いて, 連鎖が統語的規則に従った構造はも
たぬが単なる語の無秩序な並置でなく, ある種の構造を含むこと, そしてそれが最も原初的な構文的伝達
様式であり, そこに新らしい表示および伝達が展開されることを明らかにする｡ 従来 日本語児では助詞の








料により, 育児者の談話が 1歳児の談話発達にとって有利な相関性 ･指導性をもづことが考察 され て い
る｡
参考論文は以上の知見を緯とし, これに諸家の学説 ･知見を経として, 個体発生における言語行動成立
について, 発達一学習論的な体系的論述を試みたものである｡ 代表機能 ･象徴機能が言語行動成立に必要
な要件であるが, それが体系的言語の中に機能して始めて言語機能となることを論じる0













らず L も分析に十分な量であるとはいえない｡ しかし本論文において著者が周到な分析的手法によって幾
多の重要な新知見をもたらし, 言語行動の初期形成期についての新らしい機能的分析の展望を拓いたこと
は, 参考論文に示された該博なる体系化の試みと相使って, 言語発達の解明に勝れて重要な寄与をなした
ものと認められる｡
よって本論文は文学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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